
院
中
の
待
機
者
の
中
に
は
、「
介
護
を

す
る
家
族
も
高
齢
に
な
る
」、「
介
護

の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
る
家
族
が
い

る
」
な
ど
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
不
足
を
感
じ
る
方
も
お
り
、
整
備

と
実
態
と
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
施
設
は
本
来
、
要
介
護

高
齢
者
の
在
宅
復
帰
を
目
指
す
施
設

で
す
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
所
す
る
ま
で
の
待
機
場
所
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
面
の
生
活
の
場
が
確
保

さ
れ
て
い
る
老
人
保
健
施
設
の
入
所

者
が
、
優
先
的
に
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
入
所
し
て
し
ま
う
と
老
人
保

健
施
設
が
空
い
て
し
ま
う
と
い
う
運
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家
族
へ
の
介
護
の
負
担
に
対
応
で
き

る
と
と
も
に
、
老
人
保
健
施
設
の
待

機
者
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

所
し
、
そ
こ
に
新
た
な
要
介
護
者
が

入
所
す
る
こ
と
で
、
施
設
の
運
営
に

配
慮
し
つ
つ
、
待
機
者
の
減
少
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
第
6
期
シ
ル
バ
ー

プ
ラ
ン
ス
タ
ー
ト
時
に
お
け
る
緊
急

性
が
高
い
待
機
者
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど　

人
と
同
居
家
族

101

が
い
る
待
機
者
の　

人
の　

人
と
な

172

273

り
、
第
6
期
の
期
間
中
の　

年
度
に

29

は
、
こ
れ
ら
の
待
機
者
が　

人
に
増

374

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
第
6
期
で
は
新
た
に　

床
の
整

100

備
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
５
期
の
計
画
は
達
成
に
め
ど

　

現
在
、
第
５
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン 鶴寿園鶴寿園はは４０４０床増え全室個室に（イメージ図床増え全室個室に（イメージ図））

　

平
成　

年
７
月
現
在
の
特
別
養
護

26

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
は　

人
737

で
、
本
年
４
月
か
ら
は
、
入
所
が
原

則
要
介
護
３
以
上
に
限
定
さ
れ
、
待

機
者
は　

人
と
な
る
状
況
で
す
。

547

　

第
５
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

待
機
者
の
う
ち
緊
急
性
が
高
く
優
先

的
に
入
所
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者

の
世
帯
で　

人
、
老
人
保
健
施
設
に

101

入
所
し
て
い
る
方
で　

人
の
合
計　

173

274

人
と
し
、
同
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た

４
つ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

床
270

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
ほ
ぼ
全
て
の
待

機
者
を
解
消
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
在
宅
や
入

す
る
第
6
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

同
居
家
族
が
い
る
世
帯
の
要
介
護
3

以
上
の　

人
を
新
た
に
緊
急
性
の
高

245

い
待
機
者
と
位
置
づ
け
ま
す
が
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
実
態
調

査
で
は
、
す
ぐ
に
入
所
を
求
め
て
い

な
い
待
機
者
も
い
た
た
め
、
実
態
に

即
し
た
数
と
し
て
7
割
の　

人
を
優

172

先
順
位
の
高
い
待
機
者
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
保
健
施
設
の
入
所
者

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
の
優
先
順
位
を
下
げ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、老
人
保
健
施
設
は
、

生
活
の
場
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
整
備
す
る
床
数
か
ら
は
除
く

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
老
人
保
健

施
設
の
待
機
者
と
新
た
に
見
直
し
た

待
機
者
は
、
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
、
見

か
け
上
は
床
数
が
不
足
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
同
居

営
上
の
問
題
も
生
じ
ま
す
。

家
族
の
介
護
負
担
も
軽
減

　

そ
こ
で
、
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

２

　

市
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
状
況
を
解

消
す
る
た
め
、
第
５
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た

　

床
の
整
備
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
ス
タ
ー

270ト
す
る
次
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
同
居
家
族
の
介
護

の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、「
緊
急
性
の
高
い
待
機
者
」

の
定
義
を
見
直
す
と
と
も
に
、
新
た
に　

床
を
整
備
す
る

100

こ
と
を
考
え
、
現
在
「
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
推
進
等
委
員
会
」
に
諮
問
し
て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

第
６
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ

第
６
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ンン

　
特特
別別

養養
護護

老
人
ホ
ー

 

老
人
ホ
ー
ムム
のの
入
所
待
機
者

入
所
待
機
者

　
　
　

解
消
解
消
にに
向向
け
て
け
て
新
た
新
た
にに　

床
整
床
整
備備
へへ

100

’１５



許許
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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コ
ウ
ノ
ト
リ
の「
コ
ウ
く
ん
」、

「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」か
ら
昨
年
生
ま
れ

た
メ
ス
の
幼
鳥
２
羽
の
愛
称
が
、姉

が「
ア
カ
リ
」、妹
が「
ミ
ラ
イ
」に
決

定
し
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
終
選
考
は
市
内
の
全
小
学
校
に

投
票
箱
を
設
置
し
、
最
多
得
票
の
組

昨
年
生
ま
れ
た
姉

昨
年
生
ま
れ
た
姉
妹妹
のの
コ
ウ
ノ
ト
リ

コ
ウ
ノ
ト
リ

　
　
　
愛愛
称称
はは「
ア
カ
リ

「
ア
カ
リ
」」とと「
ミ
ラ
イ

「
ミ
ラ
イ
」」にに

得票数妹（２羽目）姉（１羽目）

１,２６８ミライアカリ

１,２５７ひかりきらり

１,１６１はるか（遥）未来

１,１４１すみれあかね

６６５あやめさつき

６４２あゆまゆ

５８２みどりココ

２６６まことあい

６,９８２得票総数
※２羽の愛称を併記し募集。得票順に掲載

■最終選考の集計結果

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
入
っ
た
「
ク
リ
ヤ
ー

ホ
ル
ダ
ー
」
を
記
念
品
と
し
て
、
黒

酢
米
を
賞
品
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
一
次
選
考
通
過
者
に
も
記

念
品
と
黒
酢
米
を
贈
る
ほ
か
、
記
念

品
は
投
票
し
た
全
て
の
児
童
に
も
贈

呈
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課

「明るい未来を運んでくれるように」と願っ「明るい未来を運んでくれるように」と願ってて

み
合
わ
せ
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
月
７
日
に
は
、こ

う
の
と
り
の
里
で
命
名
式
を

開
催
し
ま
し
た
。式
で
は
、選

ば
れ
た
愛
称
に
投
票
し
た
児

童
が
名
前
を
発
表
し
、愛
称
応

募
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

愛
称
応
募
者
に
は
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
愛
称
入
り
の
写
真

と
Ｊ
Ａ
ち
ば
東
葛
の
Ｐ
Ｒ
キ

■災害時協力井戸一覧（１１月１日～１月１６日登録分。※は非公表）

停電時
の利用

利用区分所有者
または
管理者

井戸の所在地地区
生活
雑用水

飲用
可能

○※谷吉６３北部

○易行寺宮崎１３４－１６東部

○茂呂　清治中野台２４８中央

○○中山　和男山崎８０２－５南部

○乙黒　興治桐ケ作１０７４－１３関宿
中部
敬称略。地区の区分は、野田市統計書「大字別世帯数及び
人口」に基づきます

　

市
は
、
大
規
模
災
害
や
水
質
事
故

な
ど
で
水
道
水
の
供
給
が
停
止
し
た

場
合
に
備
え
、
市
の
応
急
給
水
を
補

う
た
め
、「
災
害
時
協
力
井
戸
」
の
登

録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
報　

月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し

12

15

た
以
降
に
５
件
を
追
加
登
録
し
、
１

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
登
録
井

戸
の
所
在
地
一
覧
と
地
図
上
に
所
在

地
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
出
に
よ
り
所
有
者
名

や
管
理
者
名
を
公
表
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
所
在
地
の
入
口
に
は

標
識
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
際
に
は
、
次
の
点
に
注

月　

日
現
在
、
登
録
件
数
は　

件
に

16

287

な
り
ま
し
た
。
住
ま
い
の
近
く
に
井

戸
が
あ
る
か
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
登
録
に
協
力
い

た
だ
い
て
き
た
井
戸
の
う
ち
、
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
４
件
の
登
録

抹
消
が
あ
り
ま
し
た
。

災
害
時
協
力
井
戸
の

　

登
録
件
数
が　

件
に

287

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
断
水
時
の
み
所
有
者
の
厚
意
で
提

供
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
所
有
者
の

指
示
に
従
う
こ
と
／
所
有
者
の
被
災

状
況
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
こ
と
／「
飲
用
可
能
」な
井
戸
も

利
用
者
の
責
任
で
利
用
す
る
こ
と

　

新
た
に
登
録
に
協
力
い
た
だ
け
る

場
合
に
は
、
無
料
の
水
質
検
査
（
初

回
の
み
）
の
ほ
か
、
停
電
時
に
も
井

戸
が
利
用
で
き
る
手
動
ポ
ン
プ
の
設

置
や
発
電
機
購
入
の
助
成
も
、
引
き

続
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
民
生
活
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

■登録を抹消した災害時協力井戸一覧
利用区分

井戸の所在地地区
生活雑用水飲用可能

○木間ケ瀬４２８５－３関宿南部
○岩名２０２３－３９北部　　
○七光台７５北部　　
○山崎７９８－２南部　　
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

に
位
置
付
け
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム　

床
は
、
順
次
整
備
を
進
め
て
い

270
ま
す
。
３
月
末
に
は
東
部
地
区
の
鶴

寿
園
が　

床
増
の　

床
の
施
設
と
し

40

90

て
完
成
す
る
見
込
み
で
、
中
根
に
は

「
社
会
福
祉
法
人
ぱ
る
」
が　

床
の

70

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「（
仮
称
）
い

き
い
き
タ
ウ
ン
の
だ
」
を　

年
４
月

28

開
設
に
向
け
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
船
形
の
第
二
福
祉
ゾ
ー
ン

に
整
備
す
る
障
が
い
者
に
も
対
応
し

た　

床
の
施
設
は
、「
社
会
福
祉
法
人

90

円
融
会
」を
整
備
事
業
者
に
決
定
し
、

　

年
４
月
開
設
を
目
指
し
、
現
在
、

29関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
心
市
街
地
に
は
、
愛

宕
駅
東
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
地

区
内
に　

床
を
整
備
し
、　

年
度
中

70

27

に
事
業
者
の
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課



距

　

毎
年
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

は
、
引
っ
越
し
や
転
勤
な
ど
で
、
市

  　
　

夜
間
夜
間
とと
日
曜
日
曜
日日
にに

本
庁
舎
市
民
課
窓

    
本
庁
舎
市
民
課
窓
口口
のの
利
用
利
用
をを

　
　

～
住
民
票
な
ど
の
交
付
は
お
近
く
の
支
所
や
出
張
所
で
も

～
住
民
票
な
ど
の
交
付
は
お
近
く
の
支
所
や
出
張
所
で
も
～～

３月・４月は
窓口が混雑

役
所
本
庁
舎
の
市
民
課
窓
口
が
大
変

混
雑
し
て
、
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間

長
時
の
業
務
は
、
住
民
票
の
写
し
だ

け
で
な
く
、
戸
籍
・
除
籍
謄
抄
本
や

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
な
ど
も
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
転
居
、
他
市
や
他
機

関
へ
の
照
会
が
必
要
と
な
る
転
入
や

転
出
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交

付
な
ど
、
取
り
扱
え
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

一
部
の
公
民
館
や
郵
便
局
で　
　

も

 

住
民
票
な
ど
を
交
付

　

関
宿
・
二
川
・
木
間
ケ
瀬
の
各
公

民
館
で
は
、
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
８
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

30

17

15

（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
祝
日
の
翌

日
を
除
く
）、
ま
た
、
川
間
・
福
田
・

野
田
目
吹
・
野
田
清
水
・
野
田
イ
オ

ン
の
各
郵
便
局
で
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
９
時
か
ら　

時
ま
で
、

16

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
、
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど

の
届
出
は
、
本
庁
舎
の
市
民
課
以
外

に
、
関
宿
支
所
や
北
・
中
央
・
南
出

張
所
で
も
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
本
庁
舎
の
市
民
課
よ
り

混
雑
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
課

が
長
く
な
る
こ
と
が
多
く
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
共
働
き
の
世
帯
の
増
加

や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
に
合
わ

せ
、
本
庁
舎
の
市
民
課
窓
口
業
務
を

平
日
の
火
曜
日
と
木
曜
日
は　

時
ま

20

で
延
長
す
る
と
と
も
に
、
日
曜
日
も

８
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で
開
設

30

17

15

し
て
い
ま
す
。

　

日
曜
日
と
火
・
木
曜
日
の
時
間
延

川間・福田・野田目吹・野田清水・
野田イオンの各郵便局関宿・二川・木間ケ瀬の各公民館施設名と取扱時間

（祝日・年末年始を
除く）

　業　務　名
月～金
９時～１６時

火～金
８時３０分～１７時１５分

（月が祝日の場合は祝日の翌日を除く）
○

申請者及び申請者と同一世帯のみ○住民票の写しの交付

○
申請者と同一戸籍のみ

○
申請者と同一戸籍のみ戸籍謄抄本の交付

○
申請者のみ○印鑑登録証明書の交付

■公民館や郵便局の取扱業務一覧

■施設別の市民課取扱業務一覧
北出張所
中央出張所
南出張所

関宿支所市民課
施設名と取扱時間
（祝日・年末年始を除く）

　　業　　務　　名

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金・日
８時３０分～　　
　　１７時１５分

（火・木は２０時まで）

住民票の写しの交付、住民票記載事項証明書の
交付、戸籍・除籍謄抄本の交付、戸籍の附票の
写しの交付、印鑑登録証明書の交付、印鑑登録
証（カード）の交付や印鑑登録証亡失届、廃止
の受付、届出受理証明の交付、身分証明書の交
付、届書記載事項証明の交付、死体・死胎・改
葬遺骨埋火葬許可証の発行、火葬場・式場等使
用の受付と許可証の発行

年金の証明（生存の確認等）、住所証明（軽
自動車）、不在住・不在籍証明、改葬許可
証明、無料証明（合併に関する住居表示・
区画表示変更）、無料証明（出産一時金申
請の証明）

諸
証
明
の
交
付

取り扱って
いません　

月～金
８時３０分～
１７時１５分

自動車の臨時運行許可証の発行等

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金・日
８時３０分～１７時１５分
（火・木１７時１５分～
２０時は受付のみ）

出生・死亡・婚姻・離婚・養子縁組・転籍など
戸籍に関する届出

月～金
８時３０分～　　
　　１７時１５分

住民異動届（転入・転居・転出・世帯変更等）の受
付、住民票の写しの広域交付（住民基本台帳ネ
ットワークシステム）、住民基本台帳カードの
申請・交付※

取り扱って
いません　

取り扱って
いません　

住民票の一部の写しの閲覧、住民基本台帳事務
における支援措置申出の受付、特別永住者証明
書の交付、公的個人認証に関する電子証明書の
交付※

※本庁舎市民課窓口での住民基本台帳カードの申請・交付と公的個人認証に関する電子証
明書の交付は、３月１２日までの火・木に限り１９時まで取り扱います

火
曜

木
曜



鋸

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月

１
日
醤
か
ら
７
日
上
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
春

一
番
の
よ
う
な
強
い
風
も
吹
く
た
め
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
と
い
え
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、

「
火
の
用
心
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

火
災
警
報
器
で「
早
く
知
る
」

　

平
成　

年
の
市
内
の
火
災
発
生
件

26

数
は　

件
で
、
前
年
に
比
べ
６
件
減

75

少
し
ま
し
た
が
、
建
物
火
災
は　

件
38

で
、
８
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

原
因
別
の
件
数
は
左
の
円
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
、
時
間
帯
別
で
は
、
全

国
的
に　

時
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で
の

22

間
に
多
く
、
寝
て
い
る
間
に
発
生
し

た
火
災
に
気
付
か
ず
逃
げ
遅
れ
て
し

ま
う
事
例
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

煙
や
熱
を
感
知
し
て
警
報
音
や
音

声
で
火
災
を
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
、
法
律
で
全
て
の
住
宅
に

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
火
災
を
早
く
知
る
た
め
に
も
、

必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

消
火
器
で「
早
く
消
す
」

　

ま
た
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
て

し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
消
火
器
を
設

置
し
て
い
れ
ば
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
は
、
女
性
や
高
齢
者
で
も
扱

い
や
す
い
小
型
の
住
宅
用
消
火
器
も

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
火
災
警

報
器
と
併
せ
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月　

日
に
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２８

　

皆
さ
ん
に
防
火
へ
の
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
２
月　

日
土　

時

28

13

　

分
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー・

30ノ
ア
店
で
、
景
品
の
配
布
や
消
防
音

楽
隊
の
演
奏
な
ど
を
行
う
街
頭
防
火

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
初
日
の
３

月
１
日
醤
７
時
に
、
消
防
署
の
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違

■平成２６年原因別出火件数

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙 キャンペーンでは防火衣で放水体験も

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４ 

０
１
１
４

－

　

市
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
市
の
基
本
的
な
方
向

性
を
示
す
計
画
や
条
例
を
策
定
す
る

際
に
、
事
前
に
案
を
公
表
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
計

画
や
条
例
に
反
映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、現
在
、策
定
作
業
を
進
め

て
い
る
上
表
の
６
つ
の
計
画
の
素
案

に
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

各
案
件
の
閲
覧
は　
　
 

公
民
館
や
図
書
館
で
も

　

各
案
件
は
、
各
担
当
課
窓
口
や
市

役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書

館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

※
興
風
・
南
・
北
・
せ
き
や
ど
図
書
館

は
、
蔵
書
点
検
と
シ
ス
テ
ム
点
検
の
た

め
、
２
月　

日
月
か
ら　

日
土
ま
で
臨

１６

２１

時
休
館
し
ま
す

　

意
見
は
、
所
定
の
用
紙
（
任
意
様

式
可
）を
直
接
持
参（
土
・
日
を
除
く
）

す
る
か
、
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
投

函
箱
に
投
函
（
閉
館
日
を
除
く
）、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
す
る
ほ

か
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送（
最
終
日
の
消

印
有
効
）の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、案

件
名
と
担
当
課
名
を
明
記
し
、
〒　
278

 

８
５
５
０
野
田
市
役
所
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
頂
い
た
意
見
の
概
要
や
意
見
に
対
す

る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、個
人
情
報
を
除

き
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

－

各
種
計
画
の
素
案
に

　
　
　
　
  
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

■募集案件

案
件
名

第
３
次
野
田
市
男
女
共
同
参

画
計
画
素
案

第
２
次
野
田
市
障
が
い
者
基

本
計
画
改
訂
版
素
案

第
４
期
野
田
市
障
が
い
福
祉

計
画
素
案

野
田
市
地
域
福
祉
計
画（
第

２
次
改
訂
版
）素
案

野
田
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン（
第

４
期
計
画
）の
一
部
の
素
案

野
田
市
行
政
改
革
大
綱
素
案

募
集
期
間

２
月　

日
月
ま
で

１６

２
月　

日
火
ま
で

１７

２
月　

日
月
～

１６

　
　

３
月　

日
火

１７

２
月　

日
月
～

１６

　
　

３
月　

日
火

１７

２
月　

日
木
～

１９

　
　

３
月　

日
金

２０

担
当
課

男
女
共
同
参
画
課

思
７
１
２
３
・
１
０
７
４

社
会
福
祉
課

思
７
１
２
３
・
１
０
９
５

社
会
福
祉
課

思
７
１
２
３
・
１
０
９
５

児
童
家
庭
課

思
７
１
２
３
・
１
０
８
７

行
政
管
理
課

思
７
１
２
３
・
１
０
７
４

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

３
月
１
日
か
ら
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

昨
年
は
建
物
火
災
が
増
加

　

警
報
器
と
消
火
器
の
設
置
を

投函のほかホームページからも



漁

費
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
の
給
与
、
民
間
企
業
従
業
員
の
給

与
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
田
市
職
員
の
給
与
は
、
こ
の
趣

旨
に
基
づ
い
て
、
国
家
公
務
員
給
与

の
人
事
院
勧
告
や
他
の
地
方
公
共
団

体
の
職
員
の
給
与
な
ど
を
考
慮
し
て
、

市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
田
市
職
員
の
給
与
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
役
所
３
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

◆
給
与
の
状
況

○
給
与
の
し
く
み

　

地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方
公

務
員
法
に
よ
り
、
一
般
家
庭
の
生
計

平
成　

年
度

２６

　

市
職
員
の
給
与
を
公
表

○給与の内容

毎月決まっ
て支給され
るもの

扶 養 手 当

地 域 手 当

通 勤 手 当

管理職手当給 与

勤務の実績
に応じて支給
されるもの

時間外勤務手当

特殊勤務手当

そ の 他

臨時に支給
されるもの

期末・勤勉手当

退 職 手 当

職務の種類と内容に応じて給料表に
定める額

○
人
件
費（　

年
度
普
通
会
計
決
算
）

２５

○
職
員
給
与
費（　

年
度
普
通
会
計
決
算
）

２５

　１５６,１２４人住民基本台帳人口 
（H２６.３.３１）

４７,９６０,５７３千円歳 出 額
（A）

１,９３０,１９６千円実 質 収 支

８,５９７,３２９千円人 件 費
（B）

１７.９%人件費比率
（B/A）

９７６人職員数（A）

３,９８１,９７８千円給　料給　
　

与　
　

費

８３２,７３３千円職員手当

１,４５３,３１２千円期末・勤勉手当

６,２６８,０２３千円計（B）

６,４２２千円１人当たり給与費 
（B/A）

（
注
）職
員
手
当
に
は
退
職
手
当
を
含
み
ま

せ
ん
。

　

職
員
数
は
、　

年
４
月
１
日
現
在
の
人

25

数
で
す
。

（
注
）人
件
費
と
は
、
職
員
に
支
給
さ
れ
た

給
料
、
退
職
手
当
、
共
済
組
合
事
業
主
負

担
金
、
公
務
災
害
補
償
基
金
負
担
金
、
特

別
職
に
支
給
さ
れ
た
給
料
な
ど
の
総
額
を

い
い
ま
す
。
な
お
、　

年
度
の
人
件
費
比

24

率
は
、　

・
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

19

　

普
通
会
計
と
は
、
水
道
、
下
水
道
、
介

護
保
険
事
業
な
ど
の
独
立
採
算
制
を
原
則

と
す
る
会
計
以
外
の
会
計
を
い
い
ま
す
。

　

実
質
収
支
と
は
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
と
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

控
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

○
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、国
家
公

務
員
の
給
与
水
準
（
地
域
手
当
を
除

く
）を　

と
し
た
場
合
の
、地
方
公
務

１００

員
の
給
与
水
準
を
示
し
た
も
の
で
す
。

（
注
）
国
家
公
務
員
減
額
前
は
、
国
家
公

務
員
給
与
の
時
限
的
減
額
措
置
（
２
年

間
）
が
無
い
場
合
の
値
で
、
こ
の
減
額
措

置
は　

年
度
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

２５

　

地
域
手
当
と
は
、民
間
給
与
の
高
い
地

域
に
勤
務
す
る
職
員
に
適
用
さ
れ
る
も
の

で
、支
給
率
は
国
が
３
パ
ー
セ
ン
ト
～　
１８

パ
ー
セ
ン
ト
の
６
段
階
に
定
め
て
い
ま
す

（
野
田
市
・
流
山
市
＝
３
パ
ー
セ
ン
ト
、

柏
市
＝
６
パ
ー
セ
ン
ト
）。

　

各
自
治
体
に
お
け
る
国
家
公
務
員
の
給

与
水
準
と
の
比
較
は
、地
域
手
当
補
正
後

の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
比
較
す
る
こ
と

で
、正
確
な
給
与
水
準
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

２６　年　度２５　年　度２４　年　度２１　年　度区　　　　　分
１００.７１０９.１１０９.０１００.２野　　田　　市
１００.７－１０９.１１００.８１０９.０１００.７１０２.１－地域手当補正後国家公務員減額前

１０１.８１１０.１１０９.８１０１.４柏　　市
１０１.８－１１０.６１０１.７１１０.８１０１.４１０３.３－地域手当補正後国家公務員減額前

１００.０１０７.８１０８.８９９.４流　　山　　市
１０３.９－１１２.０９９．６１１４.１１００.５１０３.８－地域手当補正後国家公務員減額前

１０１.３１０９.７１１０.５１００.９千　　葉　　県
１００.６－１０９.０１０１.４１０９.８１０２.２１００.２－地域手当補正後国家公務員減額前

○
初
任
給

　
　

年
４
月
１
日
現
在
、
学
校
卒
業

26
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
の
初
任

給
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国千葉県野田市区　分

Ⅱ種 １７２,２００円Ⅰ種 １８１,２００円１８０,８００円１７８,６００円大学卒
一般行政職

１４０,１００円１４６,２００円１４７,２００円高校卒

１４３,５００円１４１,２７５円高校卒
技能労務職

１３０,７００円１３３,９２５円中学卒

（
注
）技
能
労
務
職
の
初
任
給
は
、
職
種
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
全
て
の
職
種
の
平
均

値
で
す
。

給 料

住 居 手 当

扶養親族のある職員に支給

民間賃金、物価などが高い地域に勤
務する職員に支給
借家などに居住し、家賃を支払って
いる職員または自宅に居住し、世帯
主である職員に支給
電車・バス・乗用車などにより通勤
する職員に支給
管理または監督の地位にある職員に
支給

通常の勤務時間を超えて勤務したと
きに支給

夜間勤務手当・休日勤務手当など

民間企業のボーナスに相当する手当

職員が退職したときに支給する一時金

危険・不快・不健康・困難などの著し
く特殊な勤務に従事したときに支給



禦

○
経
験
年
数
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

　
　

年
４
月
１
日
現
在
、
職
員
の
経

26
験
年
数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　分

３５１,９５６円３０２,892円２５６,１００円大学卒
一般行政職

２９７,６００円２４８,３００円２１２,７００円高校卒

２８３,２００円高校卒
技能労務職

中学卒

平均給与月額 
（国ベース）平均給与月額 平均給料月額平均年齢区　　分

３８８,０５９円４３２,２２０円３４７,１７７円４４.１歳野田市
一 
般 
行 
政 
職

―４２４,０４５円３３３,９４４円４２.８歳千葉県

４０８,４７２円―３３５,０００円４３.５歳国

３８２,７８３円４２３,２５８円３２９,６９９円４２.６歳柏市

３９４,0０４円４２９,１４７円３３６,５７１円４３.５歳流山市

○
職
種
別
の
平
均
年
齢
・
平
均
給
料
月
額
・
平
均
給
与
月
額（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２６

（
注
）平
均
給
料
月
額
と
は
、　

年
４
月
１
日
現
在
の
各
職
種
ご
と
の
職
員
の
基
本
給
の
平
均

26

で
、平
均
給
与
月
額
と
は
、給
料
月
額
と
毎
月
支
払
わ
れ
る
扶
養
手
当
、地
域
手
当
、住
居
手

当
、時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
す
べ
て
の
諸
手
当
の
額
を
合
計
し
た
も
の
で
、
地
方
公
務
員

給
与
実
態
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
均
給
与
月
額（
国
ベ
ー
ス
）は
、
国
家
公
務
員
の
平
均
給
与
月
額
に
は
時
間
外
勤

務
手
当
や
特
殊
勤
務
手
当
な
ど
の
手
当
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、野
田
市
と
の
比
較

の
た
め
国
家
公
務
員
と
同
じ
ベ
ー
ス
で
再
計
算
し
た
も
の
で
す
。

○
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数

　
　

年
４
月
１
日
現
在
、
一
般
行
政

26
職
の
級
別
職
員
数
の
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

計

８級７級６級５級４級３級２級１級区　分

理事
局長
部長

次長
参事

課長
主幹

課長補佐
副主幹

係長
主査

主任主事
主任技師

主事
技師

主事補
技師補

標 準 的 な
職 務 内 容

５６０人１２人１９人４６人６７人９５人２２９人６４人２８人職　員　数

１００.０％２.１％３.４％８.２％１２.０％１７.０％４０.９％１１.4％５.０％構　成　比

１００.０％２.１％３.６％８.５％１１.６％１６.５％４３.３％８.９％５.５％1年前の構成比参　

考 １００.０％２.２％４.９％９.１％１０.８％１８.５％５１.５％２.０％１.０％5年前の構成比

（
注
）野
田
市
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表

の
級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。

　

標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
級
に
該
当
す
る
代
表
的
な
職
務
で
す
。

◆
職
員
に
支
給
す
る
主
な
手
当

国県野田市区分
１人当たり平均支給額
（２５年度）　　　１,４３４千円期

末
手
当
・
勤
勉
手
当

（２５年度支給割合）
　　  野田市と同じ

（２５年度支給割合）
　　  野田市と同じ

（２５年度支給割合）　
　　期末手当　　２.６０月分
　　勤勉手当　　１.３５月分

（加算措置の状況）
　職制上の段階・職務の級な 
　どによる加算措置
　　役職加算＝５％～２０％
　管理職加算＝１０％～２５％

（加算措置の状況）
　職制上の段階・職務の級な
　どによる加算措置
　　　役職加算＝５％～２０％
　　管理職加算＝１５％～２５％

（加算措置の状況）
　職制上の段階・職務の級な
　どによる加算措置
　　　役職加算＝５％～２０％

平均給与月額 
（国ベース）平均給与月額 平均給料月額職員数平均年齢区　　分

３８３,８４２円４１２,２７５円３５４,２２５円６６人５２.１歳野田市

技 
能 
労 
務 
職

３９７,９９７円４３４,８９９円３６５,323円３３人５２.１歳清掃職員

３４１,８６８円３４８,５７３円３2４,１３８円８人５０.７歳用務員

３７７,５２９円４３２,０１０円３３７,５３３円９人４９.２歳自動車運転手

３７９,１８６円３８６,３６３円３５５,７６９円１６人５４.４歳その他

―３７６,５１１円３２２,１６３円５５９人５２.４歳千葉県

３２６,６１１円―２８７,９９２円３,１１９人５０.１歳国

３６６,３３８円３９２,２７１円３２９,２１５円１８５人５２.８歳柏市

３４８,００２円３６８,３１２円３１１,３１５円９７人４９.１歳流山市

○
昇
給
へ
の
勤
務
成
績
の
反
映

　
　

年
度
は
未
実
施
で
す
。

25

（
参
考
）勤
勉
手
当
へ
の
勤
務
成
績
の

反
映（
一
般
行
政
職
）　

試
行
中
の
た

め
、
５
級
～
８
級
の
職
員
で
勤
務
成

績
が
特
に
優
秀
な
者（
各
級
の
３
割
程

度
）
の
み
、
成
績
率
を
加
算
し
て
い

ま
す
。



魚

野田市支給実績
（２５年度決算）国野田市区分

・支給実績
 １３１,４０１千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

２３６,３３３円

野田市と同じ

・配偶者  １３,０００円
・配偶者以外　
　　　 １人６,５００円
(１６歳～２２歳までの子
　１人５,０００円加算)

扶
養
手
当

・支給実績　
７２,６０５千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

１１３,２６８円

・借家の場合
　　野田市と同じ

・自宅の場合
　　　　なし

・借家の場合（家賃
１２,０００円を超える場
合に限る）家賃の額
に応じて２７,０００円を
限度に支給
・自宅の場合 ７,０００円

住
居
手
当

・支給実績
６７,５３６千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

７３,７２９円

・交通機関を利用の
場合　　　　
　　野田市と同じ

・乗用車などを使用
する場合　使用距離
に応じて２,０００円～
２４,５００円を支給

・交通機関を利用の
場合　６か月定期券
などの価額による一
括支給、１月当たり
５５,０００円まで全額支給
・乗用車などを使用
する場合　使用距離
に応じて２,５００円～
２４,５００円を支給

通
勤
手
当

・支給実績 
１１１,１９０千円

・支給職員１人当た
　りの平均支給年額

５５３,１８４円

・管理または監督の地
位にある職員に支給

職員の級や区分に応じ
て４６,３００円～１３９,３００円
を支給

・管理または監督の地
位にある職員に支給

職員の級や区分に応じ
て３４,８００円～８８,０００円
を支給

管
理
職
手
当

１３２,８７９千円 
（２５年度決算）支給実績地　

域　

手　

当
（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２６

１２３,９５４円 
（２５年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

野田市
（市内全域）支給対象地域

３％支 給 率

1,０２８人支給対象職員数

３％国の制度

２３,３６７千円支給実績（２５年度決算）

特　
　

殊　
　

勤　
　

務　
　

手　
　

当　

（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２６

６７,３４０円支給職員１人当たり平均支給年額（２５年度決算）

２９.９％職員全体に占める手当支給職員の割合（２５年度）

１４手当の種類（手当数）
主な支給対象職員
及び支給単価主な支給対象業務手当の名称

課税課、収税課に勤務する職員
月額４,０００円

市税の賦課及び収税事務を本
務として従事

税務手当 左記の業務に従事した職員
日額２５０円

上記以外の職員で、臨時に市
税の徴収事務に従事

あさひセンター、こぶし園に
勤務し、心身障がい児・者の
訓練指導を本務とし、当該勤
務に従事した職員

月額４,０００円

知的障がい児通園施設、肢体不
自由児通園施設などに勤務す
る職員のうち訓練指導に従事（規
則で定めるもの）

社会福祉
業務手当

査察指導員
月額４,５００円

福祉事務所に勤務する職員で
査察指導に従事

社会福祉主事
月額４,０００円

福祉事務所に勤務する職員で
現業に従事

高齢者福祉課に勤務するホ
ームヘルパー

月額５,０００円

高齢者福祉課に勤務する職員
のうちホームヘルプサービス
に従事（規則で定めるもの）

清掃第一課、清掃第二課、関宿ク
リーンセンターに勤務し、左記の
業務に従事した職員　日額５００円

ごみ、し尿の収集処理に従事清掃業務
手　　当

補修事務所に勤務し、左記の業
務に従事した職員　  日額５００円

道路、水路、下水などの補修に
従事

土木補修
手　　当

２９５,１０８千円支給実績
２４年度
（決算）

時　

間　

外　

勤　

務　

手　

当

３５９千円職員１人当たり 
の平均支給年額

２７５,５９６千円支給実績
２５年度
（決算）

３４１千円職員１人当たり 
の平均支給年額

○
特
別
職
の
報
酬
な
ど

　
　

年
４
月
１
日
現
在
の
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

26給　料　月　額　な　ど区 　　　分

流山市柏　市野田市

給　料 ９２３,７００円９５５,０００円９７２,０００円市　長

７９７,６００円７８５,０００円８３１,０００円副市長

５４６,２５０円６６３,０００円５４７,０００円議　長

報　酬 ４８６,６５０円５９３,０００円４９２,０００円副議長

４５６,９００円５７３,０００円４５０,０００円議　員

３.９０月分　３.８５月分　３.９５月分　市　長

期末手当

３.９０月分　３.８５月分　３.９５月分　副市長

３.９０月分　３.８５月分　３.９５月分　議　長

３.９０月分　３.８５月分　３.９５月分　副議長

３.９０月分　３.８５月分　３.９５月分　議　員

（支給時期）（１期の手当額）（算定方式）

退職時２０,９９５千円給料月額×
在職月数×０.４５市　長退職手当

（野田市）
退職時  ９,９７２千円給料月額×

在職月数×０.２５副市長

国野田市区分

野田市と同じ

（支給率）　
・勤続２０年　　自己都合…２１.６２月分　　勧奨・定年…２７.０２５月分
・勤続２５年　　自己都合…３０.８２月分　　勧奨・定年…３６.５７月分
・勤続３５年　　自己都合…４３.７月分　　　勧奨・定年…５２.４４月分
・最高限度額　　自己都合…５２.４４月分　　勧奨・定年…５２.４４月分

退
職
手
当（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２６

・定年前早期退職特例措置
　　　　　３%～４５%加算

・定年前早期退職特例措置
　　　　　2%～２０%加算

その他の加算措置

・自己都合        ５,７５５千円
・勧奨・定年　 ２５,２４５千円

１人当たり平均支給額

（
注
）退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支

給
額
は
、　

年
度
に
退
職
し
た
職
員
に

25

支
給
し
た
平
均
額
で
す
。

（
注
）退
職
手
当
の「
１
期
の
手
当
額
」は
、
４
月
１
日
現
在
の
給
料
月
額
と
支
給
率
に
基

づ
き
、１
期（
４
年
＝　

月
）勤
め
た
場
合
に
お
け
る
退
職
手
当
の
見
込
額
で
す
。

４８

　

現
市
長
の　

年
７
月
４
日
か
ら　

年
７
月
３
日
ま
で
の
任
期
に
お
け
る
退
職
手
当
は
、

２４

２８

野
田
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
不
支
給
と
し
て
い
ま
す
。
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優勝目指して全力で試合に挑む

　

市
営
自
転
車
等
駐
車
場（
駐
輪
場
）

の
平
成　

年
度
分
定
期
使
用
の
事
前

27

受
付
を
、
２
月　

日
鉦
ま
で
、
各
自

23

転
車
等
駐
車
場
の
管
理
人
事
務
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
受
付
期
間
中
に
募
集
定
数
を

上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ち

ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
し
て
い
る
方
も
使
用

許
可
の
期
間
は
３
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
利
用
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
改
め
て
の
申

し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
時
利
用
を
す
る
方
は
、

今
回
の
定
期
使
用
の
申
し
込
み
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
許
可
期
間
】
平
成　

年
４
月
１
日

27

鐘
～　

年
３
月　

日
障

28

31

【
申
込
台
数
】１
人
１
台（
野
田
市
駅

自
転
車
等
駐
車
場
は
第
１
、第
２
の
い

ず
れ
か
。重
複
申
し
込
み
は
無
効
）

【
申
込
期
間
】
２
月　

日
鉦
ま
で
の

23

各
自
転
車
等
駐
車
場
の
開
所
時
間

【
申
込
場
所
】
利
用
を
希
望
す
る
自

転
車
等
駐
車
場
の
管
理
人
事
務
所
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ち
ば
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
を

【
公
開
抽
選
日
時
・
場
所
】３
月
４
日

鐘　

時
か
ら
市
役
所
２
階
中
会
議
室
１

10
【
結
果
の
公
表
】
３
月　

日
鍾
正
午

10

か
ら
各
自
転
車
等
駐
車
場
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
当
選
者
の
受
付
番
号（
電

子
申
請
申
込
み
の
場
合
は
到
達
番
号
）

を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
電
子
申
請

申
込
者
で
あ
っ
て
も
電
子
メ
ー
ル
で

の
当
落
通
知
の
配
信
は
し
ま
せ
ん

【
本
申
請
手
続
】
当
選
し
た
方
は
、

３
月　

日
鍾
正
午
～　

日
上
に
各
自

10

21

転
車
等
駐
車
場
で
、
定
期
使
用
の
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

●野田市駅市営第１・第２、川間駅南口市営第１
１,０２０円一般

自転車
定期   ５１０円学生

２,５７０円原動機付自転車
  １００円１回

自転車
一時
使用

１,０００円１１枚つづり回数券
  １５０円１回原動機付

自転車 １,５００円１１枚つづり回数券
●梅郷駅東口市営

１,５４０円地下1階・1階・2階一
般

自転車
定期

１,０２０円３階（屋根なし）
１,５４０円１階

学
生 １,０２０円地下1階・2階

  ５１０円３階（屋根なし）
２,５７０円原動機付自転車（屋外）
  １５０円１回

自転車
一時
使用

１,５００円１１枚つづり回数券
  １５０円１回原動機付自

転車（屋外） １,５００円１１枚つづり回数券

■自転車等駐車場の使用料 （定期：月額）

※いずれも原動機付自転車は５０cc以下です
※野田市駅市営第１と川間駅南口市営第１  
    では、原動機付自転車は駐車できません
※使用料は消費税８パーセントでの税込み 
    です

し
を
受
け
た
方
な
ど
は
、
対
象
外
で
す

【
補
助
金
額
】
①
は
出
力
１
キ
ロ
ワ

ッ
ト
あ
た
り
２
万
円（
上
限
７
万
円
）、

②
、
③
は　

万
円
、
④
は
５
万
円

10

【
申
請
の
受
付
期
間
】
２
月　

日
金

27

ま
で（
２
月　

日
金
ま
で
と
し
て
い
た

13

受
付
期
間
を
２
週
間
延
長
し
ま
し
た
）

※
受
付
は
先
着
順
で
、申
請
総
額
が
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま

す
。設
置
工
事
を
契
約
し
て
い
る
方
は
、

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

④
は
市
の
補
助
金
に
加
え
、国
の
補
助
金

も
あ
わ
せ
て
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

【
申
請
場
所
・
問
合
せ
】環
境
保
全
課

青
少
年
柔
剣
道
大
会
へ
参
加
を

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
市
で
は
、「
青
少
年
柔
剣
道
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
４
月　

日
日
９
時

19

　

分
か
ら
総
合
公
園
体
育
館
で

30【
参
加
資
格
】
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
か
、
野
田
柔
道
会
・
野
田
市
剣

道
連
盟
会
員
で
、
３
月　

日
現
在
で

31

小
学
生
以
上　

歳
以
下
の
方

30

【
試
合
形
式
】
柔
道
と
剣
道
と
も
に

ク
ラ
ス
別

【
申
込
方
法
】
３
月
６
日
鞘
ま
で
に

電
話
で
、
柔
道
の
部
は
山
本
☎
７
１

３
８ 

１
３
２
４
、
剣
道
の
部
は
大

竹
☎　
 

２
４
７
７ 

８
６
１
６
へ

090

【
問
合
せ
】
青
少
年
課

－

－

－

　

市
は
、
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
導
入
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
設
備
を
市
内
で
自
己

居
住
用
の
住
宅
に
新
た
に
設
置
す
る

か
、
設
置
さ
れ
た
住
宅
を
建
築
・
購

入
す
る
方
で
、
３
月　

日
ま
で
に
実

31

績
報
告
書
の
提
出
が
で
き
る
方
＝
①

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
②
家
庭
用

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）、③
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
、
④
電
気
自
動
車
等

充
給
電
設
備

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
方
や
、
申
請
書

提
出
前
に
工
事
着
手
・
住
宅
の
引
き
渡

住
宅
用
省
エ
ネ
補
助
金
は
２
月　

日
ま
で

２７

飲
酒
運
転
は
絶
対

　
　
　
　
 
し
な
い　
さ
せ
な
い
で

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

運
転
手
だ
け
で
な
く
、
車
両
提

供
者
や
同
乗
者
、
酒
類
の
提
供
者

に
罰
金
や
懲
役
、
運
転
免
許
の
取

消
な
ど
、
非
常
に
重
い
罰
則
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
・
さ

せ
な
い
・
す
す
め
な
い
」を
心
掛

け
、運
転
者
を
は
じ
め
、地
域
や
職

場
、
家
庭
で
飲
酒
運
転
を
絶
対
に

許
さ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
、
野
田

警
察
署
交
通
課
☎
７
１
２
５ 

０

１
１
０

－

市
営
駐
輪
場
の
定
期
使
用

　
  
事
前
受
付
は
２
月　

日
まま　
　

でで

 
２３
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江
戸
時
代
の
関
宿
藩
を
知
る
集
中
講
座

【
内
容
】
第
１
部
…
川
名 
禎 
氏
（
國

た
だ
し

學
院
大
學
文
学
部
兼
任
講
師
）
に
よ

る
「
関
宿
城
下
町
の
成
立
と
空
間
構

成
」、
第
２
部
…
榎
本
博
氏（
野
田
市

史
編
さ
ん
協
力
員
）に
よ
る「
関
宿
藩

主
久
世
家
の
家
臣
団
の
形
成
と
展
開
」

【
定
員
】先
着　

人
。当
日
会
場
受
付

150

【
問
合
せ
】
市
史
編
さ
ん
担
当

　

市
で
は
、
新
た
に
わ
か
っ
て
き
た

江
戸
期
の
関
宿
藩
の
様
子
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
野
田
市
史
集
中
講

座
「
江
戸
時
代
の
関
宿
藩
～
関
宿
城

下
と
久
世
家
の
家
臣
～
」
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
・
会
場
】３
月
１
日
日　

時　

分

13

30

～　

時　

分
市
役
所
８
階
大
会
議
室

16

15

　

現
在
、市
内
に
は　
か
所
の
市
民
農

10

園
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、空
き
が
あ
れ

ば
利
用
申
込
み
で
き
ま
す
。空
き
区
画

の
あ
る
農
園
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

農
園
の
年
間
利
用
料
金
は
、
１
区

画（　

平
方
メ
ー
ト
ル
）５
千
円
で
す
。

30

　

１
人
２
区
画
ま
で
で
、
農
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
野
菜
や
草
花
の
栽

市
民
農
園
で
野
菜
づ
く
り
と
収
穫
体
験

■募集中の市民農園

培
が
で
き
る
た
め
、
初
め
て
の
方
で

も
安
心
し
て
楽
し
め
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接
各

農
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
農
地
の
所
有
者
で
、
市
民

農
園
の
開
設
を
希
望
す
る
方
は
農
政

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
農
政
課

名　

称

キ
ャ
ロ
ッ
ト
農
園

近
藤
農
園

四
季
彩
の
里
農
園

須
賀
農
園

杉
の
子
農
園

高
林
農
園

ふ
る
さ
と
農
園

又
兵
衛
農
園

渡
野
辺
農
園

所
在
地

五
木　
２７０

目
吹　
３０１

東
金
野
井　

ほ
か

５６０

山
崎　
 

１

８２２
－

岩
名
１
０
０
１ 

１
－

関
宿
台
町
２
０
５
５

岩
名　
８５０

谷
津　
２５５

鶴
奉　
 

１
ほ
か

３０１
－

申
込
先

〒　
 

０
０
５
４
五
木　

２７８

２９１

小
暮
勝
治
☎
７
１
２
３ 

２
２
３
９

－

－

〒　
 

０
０
０
１
目
吹　

２７８

３４４

近
藤 
理 
☎
７
１
２
４ 

３
６
８
９

お
さ
む
－

－

〒　
 

０
２
３
６
東
金
野
井　

２７８

５５７

金
子
武
人
☎　
 

５
５
３
０ 

２
８
２
６

０８０

－

－

－

〒　
 

０
０
２
２
山
崎　

２７８

８２４

須
賀
尚
人
☎
７
１
２
２ 

６
７
１
１

－

－

〒　
 

０
０
５
５
岩
名
１
０
０
４

２７８
須
田
政
治
☎
７
１
２
２ 

１
６
９
６

－

－

〒　
 

０
２
０
２
関
宿
台
町　
 

３

２７０

３６１

高
林
幸
雄
☎
７
１
９
６ 

１
４
１
３

－

－

－

〒　
 

０
０
５
５
岩
名　

２７８

８５５

須
田
清
☎
７
１
２
４ 

３
９
１
０

－

－

〒　
 

０
０
４
６
谷
津　
 

２

２７８

２５５

横
川
み
つ
子
☎
７
１
２
３ 

３
０
０
９

－

－－

〒　
 

０
０
０
３
鶴
奉　

２７８

３０７

渡
野
辺
信
広
☎
７
１
２
２ 

７
１
８
９

－

－

　

市
は
、
市
内
４
図
書
館
の
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
と
は
、
図

書
館
に
置
い
て
い
る
雑
誌
の
購
入
代

金
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

雑
誌
の
最
新
号
の
カ
バ
ー
の
表
面
に

会
社
名
を
、
裏
面
に
は
広
告
を
表
示

し
て
閲
覧
者
に
宣
伝
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
、
平
成　

年　

月
に
導

24

10

入
し
ま
し
た
。

◆
分
野
を
選
ん
で
宣
伝
が
可
能

　

図
書
館
で
購
入
し
て
い
る
雑
誌
は

幅
広
い
分
野
に
渡
っ
て
約　

誌
あ
る

500

こ
と
か
ら
、
分
野
を
選
ん
で
広
告
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

応
募
は
年
間
を
通
じ
て
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
事

業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
各

図
書
館
で
配
布
の
募
集
要
項
を
ご
覧

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
興
風
図
書
館

☎
７
１
２
３ 

７
６
１
１

－

　

「
公
共
施
設
等
見
学
会
」
を
３

月　

日
鞘
９
時　

分
か
ら　

時　

20

10

15

50

分
ま
で
の
予
定
で
開
催
し
ま
す
。

【
集
合
場
所
・
時
間
】
い
ち
い
の
ホ

ー
ル
＝
９
時　

分
、市
役
所
＝
９
時

10

　

分
40【

見
学
場
所
】
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

野
田
工
場
、
複
合
老
人
ホ
ー
ム
楽

寿
園
、
こ
う
の
と
り
の
里
、
野
田

市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】　

人
（
抽
選
）

30

【
申
込
み
と
問
合
せ
】３
月
６
日
鞘

必
着
で
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全

員（
１
枚
で
２
人
ま
で
）の
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、集
合
場
所
、

市
報
へ
の
意
見
を
明
記
し
、〒　
 278

８
５
５
０
野
田
市
役
所
秘
書
広
報

課「
公
共
施
設
等
見
学
会
」係
へ

－

バ
ス
で
巡
る
公
共
施
設
等
の
見
学
会

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

 「
子
ど
も
支
援
室
」　

月
開
設
予
定　
 

１０

 
臨
床
発
達
心
理
士
・臨　　
床

 
心
理
士
を
募
集

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
２
月　

日
鉦
～
３
月

16

　

日
鞘
（
上
・
醤
を
除
く
）

13【
応
募
資
格
】
臨
床
発
達
心
理
士
か

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
ち
、
発
達

障
が
い
児
へ
の
実
務
経
験
の
あ
る
方

【
業
務
内
容
・
募
集
人
数
】①
子
ど
も

に
関
す
る
相
談
、
②
子
ど
も
の
養
育

に
困
難
を
抱
え
る
保
護
者
に
対
す
る

相
談
と
支
援
、
③
子
ど
も
の
支
援
に

係
る
企
画
や
運
営
業
務
、
④
そ
の
他

室
長
が
必
要
と
認
め
る
業
務
・
３
人

【
応
募
手
続
】
申
込
前
３
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
写
真
を
添
付
し
た
所
定

の
履
歴
書
に
、
資
格
証
明
書
の
写
し

を
添
え
て
〒　
 

０
０
０
３
鶴
奉
７
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４
保
健
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
か
窓
口

へ
提
出

【
選
考
試
験
】
課
題
作
文
と
面
接

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５ 

１
１
８
８ －

－

－

　

市
は
、　

月
に
開
設
予
定
の
「
子

10

ど
も
支
援
室
」
で
子
ど
も
の
発
達
相

談
な
ど
を
行
う
非
常
勤
職
員
（
一
般

職
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
準
備
段
階
か
ら
企
画
に
携

わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
勤
務
期
間
は

４
月
中
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー
か
市
の
ホ

 
市
内
４
図
書
館
で

　
　
 
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
中



電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
堀
☎
・
思
７
１
２

３ 

９
６
３
０
へ（
当
日
参
加
も
可
）

◆
野
田
公
民
館
で
講
座
な
ど　

①
古

文
書
入
門
講
座
…
３
月
８
日
、　

日
、

22

４
月　

日
、　

日
、
５
月　

日
の
日

12

26

10

　

時
～
正
午
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

10館
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
な
ど
で
。
全

５
回
。　

人（
抽
選
）。
千
円
。
②
大

20

き
な
絵
が
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
…
３
月　

日
土　

時　

分
～　

14

13

30

14

時　

分
。
動
く
絵
を
見
な
が
ら
家
族

30
で
楽
器
演
奏
や
歌
を
楽
し
む
。
前
売

り　

円（
当
日　

円
）。
小
学
生
以
下

500

700

　

円（
当
日
同
額
）。３
歳
以
下
無
料
。

300前
売
り
は
、
野
田
公
民
館
（
欅
の
ホ

ー
ル
内
）、文
化
会
館
で
発
売
中
。
野

田
公
民
館
の
み
電
話
予
約
も
可
。
③

講
演
劇
郷
土
史
探
訪
「
貝
塚
は
語

る
！
」
…
３
月　

日
土　

時
～　

時

14

17

18

　

分
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。

30申
込
み
は
①
は
２
月　

日
土
ま
で
に
、

28

③
は
事
前
に
電
話
か
直
接
野
田
公
民

館
☎
７
１
２
３ 

７
８
１
９
へ

◆
公
開
講
座「
楽
し
く
傾
聴
を
学
ぶ
講

座
」　

３
月　

日
木　

時
～　

時
商

12

13

16

工
会
議
所
別
館
で
。「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ

イ
ン
受
け
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」（
全　

回
）の
１
回
目
。先
着　

10

20

人
。千
円
。申
込
み
は
２
月　

日
金
か
ら

20

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

野
田
子
ど
も

劇
場
☎・
思
７
１
２
４ 
８
４
１
９
へ

◆
健
康
づ
く
り
講
演
会　

３
月　

日
18

－

－

－

史
研
究
家
）
に
よ
る
「
昭
和
歌
謡
史

パ
ー
ト
４　

１
９
６
０
～
１
９
６

９
」。①
②
と
も
３
月
１
日
日　

時　
13

30

分
～　

時　

分
。
③
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

15

30

イ
ン
連
続
講
座
…
３
月
７
日
土
、　
15

日
、　

日
の
日　

時
～　

時
。
全
３

22

13

16

回
。
坂
巻
美
和
子
氏
（
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）
に
よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己
表
現
」。市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
。
２
回
以
上
出

席
で
き
る
方
。い
ず
れ
も
先
着　

人
。

20

　

円
。
申
込
み
は
２
月　

日
金
か
ら

500

20

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

野
田
文
化
広

場
☎
７
１
２
４ 

６
８
５
１
・
思
７

１
２
４ 

６
８
６
６
へ

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
レ
ッ
ス
ン　

３

月
３
日
～　

日
の
火　

時
～　

時
中

17

19

21

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）
で
。
全
３
回
。
女
性
。
先
着

５
人
。
千　

円
。
申
込
み
は
２
月　

500

20

日
金
～
３
月
２
日
月
に
林
☎　
 

４

080

４
３
３ 

９
３
６
５
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室　

①
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
骨
盤
ス

リ
ム
ペ
ル
ビ
ッ
ク
教
室
…
３
月
４
日

～　

日
の
鐘　

時
～　

時　

分
。
全

25

13

13

50

４
回
。　

人（
追
加
募
集
）。　

歳
以

10

20

－

－

－

－

上
。
２
千　

円
。
マ
ッ
ト
持
参
。
②

50

子
ど
も
卓
球
教
室
…
３
月　

日
～　

15

29

日
の
土
日　

時
～　

時
。
全
５
回
。

14

16

小
学
６
年
生
ま
で（
親
子
参
加
も
可
）。

　

人（
抽
選
）。
申
込
み
は
①
は
２
月

30
　

日
土
、
②
は
３
月　

日
木
必
着
で

28

12

電
話
か
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・
１
家

族
１
通
）で
、〒

　
 

０
２
２
５
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井　

関
宿
総

401

合
公
園
体
育
館

☎
７
１
９
８ 

８
５
０
０
へ

◆
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
教
室　

３
月

５
日
障　

時　

分
～　

時
七
光
台
会

13

30

15

館
で
。
先
着　

人
。
申
込
み
は
２
月

10

　

日
金
か
ら
大
川
☎
７
１
２
４ 

４

20８
３
０
へ

◆ 

野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

「
身
近
な
素
材
で
描
く
絵
手
紙
楽
習

会
」　

３
月
８
日
醤
９
時
～
正
午
総

合
福
祉
会
館
で
。　

円
。申
込
み
は
事

500

前
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス（
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
☎
を
明
記
）で
〒　
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０
０
５
５
岩
名
一
丁
目　
 
　

百

30

17

瀬
思
７
１
２
９ 

６
１
８
４
へ
。
問

渡
辺
☎　
 

７
８
２
２ 

８
５
１
２

090

◆「
成
年
後
見
」っ
て
な
～
に
？
み
ん

な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か　

３
月
８
日
醤
９
時　

分
～　

時　

分

30

11

30

福
田
公
民
館
で
。
申
込
み
は
事
前
に

－

－

－

－

－

－

－

－

水　

時
～　

時
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

14

16

南
修
二
氏（
食
堂
事
業
責
任
者
）に
よ

る
「
丸
の
内
タ
ニ
タ
食
堂
～
今
日
か

ら
使
え
る
食
と
健
康
の
話
」。市
内
在

住
か
在
勤
者
。
先
着　

人
。
申
込
み

100

は
２
月　

日
月
か
ら
野
田
健
康
福
祉

23

セ
ン
タ
ー（
野
田
保
健
所
）☎
７
１
２

４ 

８
１
５
５
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
興
風
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市　

２

月　

日
上　

時
～　

時
。
図
書
館
で

21

13

15

不
要
と
な
っ
た
雑
誌
や
図
書
を
無
料

で
提
供
。
持
ち
帰
り
用
の
袋
持
参
。

問
同
館
☎
７
１
２
３ 

７
６
１
１

◆
童
謡
の
会　

２
月　

日
日　

時　

22

13

30

分
～　

時　

分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。「 
早 そう 
春 
し
ゅ
ん 
賦 
」や
「
春
よ

ふ

来
い
」。資
料
が
必
要
な
方
の
み　

円
。

800

問
清
水
☎
７
１
２
２ 

３
９
５
１

◆
Ａ
Ｌ
Ｇ
コ
ッ
ト
ン
作
品
展　

２
月

　

日
火
～
３
月
１
日
日　

時
～　

時

24

10

16

（
最
終
日
は　

時
ま
で
）
野
田
公
民

15

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
キ
ル
ト
作
品
な
ど
。
約　

点
。

60

問
山
中
☎
７
１
２
２ 

７
３
８
４

◆
清
水
公
園
探
鳥
会　

３
月
１
日
日

９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。　

時
12

　

分
解
散
。
小
学
生
以
上
（
小
学
生

30は
保
護
者
同
伴
）。　

円
。
双
眼
鏡
な

200

ど
の
観
察
用
具
と
筆
記
用
具
持
参
。

当
日
会
場
へ
。
問
田
中
☎
７
１
２
３

－

－－－

講
座
・
教
室

◆
習
字
ク
ラ
ブ　

２
月　

日
、３
月
４

25

日
、　

日
の
水
、３
月
５
日
、　

日
、　

18

12

26

日
の
木　

時
～　

時
と
３
月
１
日
、　

17

18

15

日
の
日
９
時
～　

時
中
央
公
民
館
で
。

10

小
・
中
学
生
。各
回
先
着　

人
。各
回

10

千
円
。申
込
み
は
２
月　

日
金
か
ら
鈴

20

木
☎　
 

４
４
３
９ 

４
８
０
３
へ

090

◆
介
護
教
室　

２
月　

日
土　

時
～

28

14

　

時
野
田
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
。

15「
自
立
を
促
す
福
祉
用
具
」
が
テ
ー

マ
。
先
着　

人
。
申
込
み
は
２
月　

30

20

日
金
か
ら
前
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
２
３ 

６
９
９
７
へ

◆
野
田
文
化
講
演
会　

２
月　

日
土

28

　

時
～　

時　

分
興
風
会
館
で
。
渡

14

15

30

邉
義
浩
氏
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
に

よ
る
「“
三
国
志
”
の
英
雄
た
ち
」。

先
着　

人
。
千
円
（
高
校
生
以
下　

500

500

円
）。
当
日
会
場
受
付
。
問（
公
財
）興

風
会
☎
７
１
２
２ 

２
１
９
１

◆
市
民
会
館
で
各
種
講
座　

①
ま
ち

の
仕
事
人
講
話
…
児
玉
和
雄
氏
（
元

書
店
・
印
刷
会
社
勤
務
）
に
よ
る

「
本
の
ぬ
く
も
り
届
け
ま
す
」。②
芸

道
文
化
講
座
…
須
田
敏
男
氏
（
歌
謡

－

－

－

－

京

のびのびと楽しく運動のびのびと楽しく運動をを



皿
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皿
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皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
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皿
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皿
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皿
皿
皿
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皿

◎みどりのふるさと基金（ふるさと納税分）
に…諮４７０,０００円＝３７人（平成２６年１０月～１２
月受付分）
◎青少年育成資金（図書購入資金）に…諮
５０,０００円＝関宿ライオンズクラブ会長佐藤
八郎様
◎交通遺児に…諮８４,０００円 ＝ 千葉県自動
車整備振興会野田支部長下田 光 様

あきら

◎老人福祉基金に…諮１０,０００円＝鈴木智様

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

地
域
活
動
学
部　

人
。
①
は
東
葛
飾

93

学
園
浅
間
台
教
室
（
松
戸
市
）、
②
は

東
葛
飾
学
園（
流
山
市
）。
い
ず
れ
も

県
内
在
住
の
昭
和　

年
４
月
１
日
以

35

前
生
ま
れ
の
方
。
授
業
料
必
要
。
申

込
み
は
２
月　

日
金
ま
で
に
高
齢
者

27

福
祉
課
で
配
布
す
る
願
書
を
同
校
☎

　
（　

）４
７
０
５
へ

043
266

◆
興
風
会
長
寿
大
学
の
受
講
生　

４

月
か
ら
２
年
間（
年　

日
程
度
）。
満

14

　

歳
以
上
。　

人（
抽
選
）。年
間
受
講

60

40

料
２
千
円
。
申
込
み
は
２
月　

日
土

28

（
消
印
有
効
）ま
で
に
は
が
き（
住
所
・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
生
年
月

日
・
☎
・
性
別
を
明
記
）
で
〒　
 278

０
０
３
７
野
田　

興
風
会
長
寿
大
学

250

事
務
局
☎
７
１
２
２ 

２
１
９
１
へ

◆
学
童
指
導
員
代
替　

鉦
～
上
の
８

時
～　

時　

分
の
う
ち
指
定
さ
れ
た

18

30

－

－

 

２
８
１
３（　

時
以
降
）

18

◆
七
光
台
会
館
遊
画
会
作
品
展　

３

月
４
日
鐘
～　

日
鍾
９
時
～　

時

10

17

（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は　
15

時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
。
油
絵
約　

点
。
問
竹
内
☎

50

７
１
２
９ 

７
０
９
３

◆
バ
ス
ハ
イ
ク
「
近
代
日
本
の
夜
明

け
“
富
岡
製
糸
場
”
め
ぐ
り
」　

３
月

８
日
日
８
時
市
役
所
玄
関
前
集
合
。

３
千
円
。　

人（
抽
選
）。申
込
み
は
２

25

月　

日
金
必
着
で
往
復
は
が
き
（
住

27
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）で
、
〒

　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所
企
画
調

278整
課
内
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
。

問
酒
井
☎
７
１
３
８ 

１
４
１
３

◆
せ
き
や
ど
出
前
寄
席　

３
月
８
日

日　

時
～　

時
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

14

16

会
館（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
大

－

－

－

－

場
出
発
。
成
田
山
方
面
の
散
策
と
寄

せ
植
え
体
験
。
先
着　

人
。
３
千
円

25

（
昼
食
代
含
む
）。申
込
み
は
２
月　
20

日
金
９
時
～
正
午
に
高
橋
☎
７
１
２

４ 

０
８
０
７
へ

◆
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
イ
ク　

３
月　

日
26

障
９
時　

分
総
合
公
園
水
泳
場
前
広

15

場
集
合
。
正
午
解
散
。
友
だ
ち
と
問

題
を
解
き
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。

小
学
４
年
生
～
６
年
生
。
水
筒
、
タ

オ
ル
持
参
。
申
込
み
は
３
月　

日
障

19

ま
で
に
直
接
各
子
ど
も
館
へ
。
問
う

め
さ
と
子
ど
も
館
☎
７
１
２
４ 

９

１
０
６

募　

集

◆
千
葉
県
生
涯
大
学
校
入
学
生
（
�

次
募
集
）
①
地
域
活
動
学
部　

人
、

62

造
形
学
部
・
園
芸
コ
ー
ス　

人
。
②

44

－

－

時
間
。
資
格
不
問
。
時
給
千　

円
。

110

詳
細
は
児
童
家
庭
課
へ

会
議
な　
　

ど

 

の
傍
聴

◆
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会　

２
月　

日
木　

時
か
ら
総
合
公
園
体

19

14

育
館
集
会
室
で
。
先
着
５
人
。　

時
13

　

分
か
ら
受
付
。
問
社
会
体
育
課
☎

30７
１
２
４ 

７
９
３
０

◆
野
田
市
総
合
計
画
審
議
会　

２
月

　

日
水　

時　

分
か
ら
市
役
所
８
階

25

13

30

大
会
議
室
で
。
先
着　

人
程
度
。　

15

13

時
か
ら
受
付
。
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
が
必
要
な
方
は
２
月　

日
水
ま
で

18

に
企
画
調
整
課
へ

◆
野
田
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会　

２
月　

日
木　

時
か
ら
中
央
公
民
館

26

14

で
。
先
着
５
人
。　

時　

分
か
ら
受

13

30

付
。
問
男
女
共
同
参
画
課

－

泉
落
語
研
究
会
に
よ
る
出
張
落
語
。

当
日
会
場
へ
。
問
せ
き
や
ど
図
書
館

☎
７
１
９
８ 

４
９
４
６

◆
う
た
ご
え
ウ
ェ
ー
ブ　

３
月
８
日

日　

時　

分
～　

時　

分
総
合
福
祉

13

30

15

30

会
館
で
。
女
性
グ
ル
ー
プ
「
ゴ
ン
ド

ラ
」
と
歌
う
。
千
円
。
申
込
み
は
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

野
田
文
化
研
究

会
☎
・
思
７
１
２
４ 

０
７
６
０
へ

◆
春
で
す
！
親
子
で
楽
し
も
う　

３

月
９
日
～　

日
の
鉦　

時　

分
～
正

23

10

30

午
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
全
３

回
。
読
み
聞
か
せ
や
親
子
ヨ
ガ
。
１

歳
～
２
歳
の
未
就
園
児
と
親
。
全
回

参
加
で
き
る
方
。先
着　

組
。申
込
み

20

は
２
月　

日
日
か
ら
電
話
か
直
接
北

22

図
書
館
☎
７
１
２
９ 

８
８
１
１
へ

◆
花
の
会
野
田
・
園
芸
移
動
教
室

　

３
月　

日
木
８
時
文
化
会
館
駐
車

19
－

－－

●犯●罪●発●生●件●数
本年の発生件数：１０２件　　　 　　前年比（－２８件）
空 き 巣 ９件（－２件）　　忍び込み ３件（+２件）
ひったくり １件（＋１件）　自動車盗 １１件（+２件）
自転車盗 １８件（+２件）　車上狙い １６件（+１件）
そ の 他 ４４件（－３４件）

野田警察署管内（平成２７年１月３１日現在の暫定件数）

●交●通（人身）●事●故
本年の発生件数：４８件     前年比 （＋９件）
死亡者１人（＋１人）    負傷者６５人 （＋１６人）
            野田警察署管内（平成２７年１月３１日現在の暫定件数）

●火 ●災 ●件 ●数
１月の発生件数：６件　  ２７年累計（６件）
建物火災１件（１件）　　林野火災１件（１件）
車両火災０件（０件）   そ　の　他４件（４件）

◎
献
血
に
ご
協
力
を
…
２
月　

日
土　

時
～　

時
（　

時　

分
～　

時

２１

１０

１６

１１

４５

１３

除
く
）
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田
七
光
台
で
。
全
血
の
み
。
問
社
会
福
祉
課

　金属類には、缶詰の缶や、油・塗料の入
っていた缶、ファンヒーター、自転車など
がありますが、資源回収に出すときには、
次の点に注意してください。
　①缶詰などの空き缶は水で中をすすぎ、
乾かして、つぶさない②油や塗料の入った
缶は必ず中身を使い切る③スプレー缶は必
ず屋外で穴を開けてガス抜きをする④スト
ーブやファンヒーターなどは灯油タンクを
空にし、電池は取り外す⑤自転車には「資
源」と貼り紙をする
　なお、スチール製物置など２メートルを
超えるものや大人１人で運ぶには重いもの
を出す場合は、事前に清掃計画課に連絡し
てください。

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

資源物（その１０）

供
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離婚後の妻と子どもの姓は
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

私は、夫と離婚するこ
とになりました。小学

生の子どもの親権者には私
がなります。私も子どもも、
今まで呼ばれてきた夫の姓
をこのまま使いたいのです
が、認められるでしょうか。
離婚した場合、結婚に
よって姓を変えた夫や

妻は、結婚前の姓に戻るの
が原則となっていますが、
離婚後３か月以内に、市区
町村の戸籍担当窓口に「離婚
の際に称していた氏を称する
届」を提出すれば、離婚の際
に名乗っていた姓を引き続
き名乗ることができます。

　また、子どもの戸籍と姓
は、戸籍変更の手続きを行
わない限り、生まれた時の
ままで変わりません。子と
母を同じ戸籍・姓にするた
めには、家庭裁判所に「子
の氏の変更許可」の申立て
をして、許可を得た上で、
子を母の戸籍に入る入籍届
を市区町村に届け出する必
要があります。
　なお、これらの届け出後、
母が旧姓に戻る場合は、家庭
裁判所に「氏の変更」許可の
審判を申し立て、やむを得な
い事情があると認められな
ければなりません。

Ｑ

Ａ

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

市報のだ　第１１８２号　平成２７年２月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５５,８３３人／男＝７８,２３６人、女＝７７,５９７人／世帯数６４,４６４世帯 （Ｈ２７．２．１現在）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　３月の新規利用者講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　各ルームの利用には、初回のみ本講習会の受講
が必要です。
○トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・毎週月木土…１０時、１５時３０分～
　・１日日…１０時～、１５日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・休館日（月曜日） 以外…１０時、１５時３０分～

○リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　・4日水、７日土、１１日水
　　　　…１１時、１３時３０分、１７時、１９時３０分～
※いずれも対象は満１６歳以上。運動のできる服装・室内
　用運動靴・タオルを持参
※月額使用料：市民１,３９０円、市民以外２,０８５円

　デジアナ変換とは、ケーブルテレビ事業者な
どが、地上デジタル放送をアナログ放送に変換
して再放送するサービスのことです。デジアナ
変換が２７年３月に終了する為、デジアナ変換で
テレビを視聴している方は地デジチューナー
を購入するか、デジタルテレビに買い替える、
ケーブル会社と契約することなどが必要です。

　デジアナ変換終了に関連して、「テレビを
無料で点検・調整する」「デジアナ変換が終
了するので機器の取り付けや工事が必要」な
どと不安を 煽 り、高額で不要な機器の契約や

あお

新たな通信契約を結ばせるといった悪質商法
が予想されます。
　勧誘されてもすぐに契約をせず、疑問を感
じたら消費生活センターに相談してください。

デジアナ変換終了を利用した悪質商法に注意を

　神谷 琴  音 ちゃん  
こと ね

 （H２４.１０.１５生）
　

  田中 春  花 ちゃん  ・ 
はる か

田中 春  杜 くん  
はる と

  （H２６.２.１１生・左）  （H２４.２.２９生・右）
　

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　

里
見
香
奈
女
流
名
人
に
、
清
水
市
代
女
流
六
段
が

挑
む「
第　

期
女
流
名
人
戦
」第
２
局
が
、
１
月　

日

41

25

に
、
今
年
も
関
根
名
人
記
念
館
対
局
室
で
行
わ
れ
た
。

　

プ
ロ
棋
士
の
大
盤
解
説

会
も
行
わ
れ
、県
内
外
か

ら
多
く
の
愛
好
家
が
集

ま
っ
た
。対
局
で
は
、里

見
が
清
水
の
積
極
的
な

攻
め
に
も
動
じ
ず
、中
盤

か
ら
徐
々
に
差
を
広
げ

て
勝
利
。
史
上
初
の
６

連
覇
へ
王
手
を
か
け
た
。

史
上
初
の
６
連
覇
へ

　
　

女
流
名
人
が
気
迫
の
２
勝
目

真剣なまなざしで一手を考える里見（右）

　

関
宿
子
ど
も
館
と
谷
吉
子
ど
も
館
の
合
同
に
よ
る

「 
凧 
あ
げ
大
会
」
が
１
月　

日
、
江
戸
川
河
川
敷
の

た
こ

24

関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
、
２
歳
の
幼
児
か
ら

中
学
生
ま
で　

人
が
参

20

加
し
た
。

　

弱
い
風
し
か
吹
か
な

い
状
況
の
中
、
日
本
凧

の
会
会
員
の
指
導
で
自

作
し
た
凧
を
使
い
、
子

ど
も
た
ち
は
会
場
を
元

気
に
走
り
回
り
な
が
ら
、

凧
あ
げ
を
楽
し
ん
だ
。

子
ど
も
館
の
凧
あ
げ
大
会

　
　
　
　

自
作
の
凧
を
大
空
へ

より高くあげようと全力疾走



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、終
了
間
際
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
直
接
、

〒　
 

８
５
２
２
柏
市
あ
け
ぼ
の
二
丁

277
目
１
番　

号
柏
税
務
署
へ
送
付
し
て
く

30

だ
さ
い
。
控
え
が
必
要
な
方
は
、住
所
・

氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
に
切
手

を
貼
り
、
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、�
月
中
旬
ま
で

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い（
体
の
不
自
由
な
方
向

け
に
は
、専
用
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

◆
�
月　

日
と
�
月
�
日
の
日
も
受
付

２２

　

柏
税
務
署
で
は
、
２
月　

日
と
３
月

22

１
日
の
日
曜
日
に
限
り
、所
得
税
等
・
贈

与
税
・
消
費
税（
個
人
）申
告
書
の
用
紙

配
布
、
作
成
相
談
、
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
必
要
書
類
】
給
与
・
公
的
年
金
の
源

泉
徴
収
票
の
原
本
、
報
酬
な
ど
の
支
払

調
書
の
原
本
、生
命
保
険
料
・
地
震（
損

害
）保
険
料
の
控
除
証
明
書
の
原
本
、国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
な
ど
社
会
保
険
料

の
支
払
額
の
分
か
る
も
の
（　

年
中
に

26

納
付
し
た
分
）、国
民
年
金
保
険
料
の
控

除
証
明
書（
添
付
が
必
要
）か
領
収
証
書

の
原
本
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

方
は
、配
偶
者
の
所
得
が
分
か
る
書
類
、

医
療
費
の
領
収
書
の
原
本
（
合
計
金
額

を
事
前
に
計
算
）、保
険
金
な
ど
で
医
療

費
の
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
場
合

は
そ
の
金
額
の
分
か
る
書
類
、
そ
の
ほ

か
収
入
金
額
や
必
要
経
費
、
控
除
金
額

―

　

税
は
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
、
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
に
必
要
な
財
源
で
す
。

　

申
告
の
対
象
に
な
る
方
は
、
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
復
興
特
別
所
得
税
を
忘
れ
ず
に

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
施
策
に
必
要

な
財
源
の
確
保
を
目
的
に
、
平
成　

年
25

か
ら
復
興
特
別
所
得
税
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成　

年
分
か
ら　

年

25

49

分
ま
で
の
確
定
申
告
で
は
、
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
（
以
下
、「
所
得
税

等
」と
い
う
）
と
し
て
、
申
告
・
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告

　
 
ｅ  イ
 
Ｔ
ａ
ｘ 
（
国
税
電
子
申
告
・
納

タ
ッ
ク
ス

税
シ
ス
テ
ム
…http://w

w
w
.e-tax

        
 
 
      .  

nta

   .  go.j

    p  
）を
利
用
す
る
と
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で　

時
間
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

24

時
間
除
く
）、申
告
デ
ー
タ
を
直
接
国
税

庁
に
送
信
で
き
、
受
信
通
知
や
審
査
結

果
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
の
電
子
証
明
書
付
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
と
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が

必
要
で
、
利
用
者
識
別
番
号
や
暗
証
番

号
な
ど
の
初
期
登
録
な
ど
、
事
前
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
証
明
書
付
住
民
基
本
台

 
― ー

帳
カ
ー
ド
の
発
行
は
、
市
民
課
窓
口
で

３
月　

日
ま
で
の
火
・
木
曜
日
に
限
り

12

　

時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

19◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
告
書
作
成

　
 
ｅ  イ
 
Ｔ
ａ
ｘ 
を
利
用
で
き
な
い
場
合

タ
ッ
ク
ス

で
も
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w

        
 
 

.  nta.

    go.jp

     
）
を
利
用

し
て
確
定
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が　

万
円

400

以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が　

万
円
以

20

下
の
場
合
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
不

要
で
す
（
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

は
可
）。

　

な
お
、
市
・
県
民
税
の
控
除
を
追
加

す
る
場
合
な
ど
は
、
市
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

所
得
税
等
の
確
定
申
告
は
柏
税
務
署
へ

　

所
得
税
等
の
確
定
申
告
期
間
は
、
２

月　

日
月
か
ら
３
月　

日
月
ま
で
で
す
。

16

16

　

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
・
納
税
を
さ
れ

ま
す
と
加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。  

― ー

千
円

②
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は　

万
５
千

31

円
×（
扶
養
親
族
の
数
＋
１
）＋　

万
９

18

千
円

【
収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
な
方
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
算
定
資
料
と
な
る
ほ
か
、

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
受
給
や

市
営
住
宅
入
居
申
請
な
ど
の
際
に
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
入
が
な

い
場
合
で
も
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
収
入
０
円
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
内
に
申
告
が
な
い
場
合
、
所
得
証

明
書
な
ど
が
必
要
な
時
に
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

【
必
要
書
類
】
確
定
申
告
の
必
要
書
類

と
同
じ
。
た
だ
し
、
振
込
口
座
の
分
か

る
も
の
は
不
要

◆
確
定
申
告
書
の
受
付

　

給
与
収
入
の
み
で
医
療
費
控
除
を
受

け
る
方
や
、年
金
収
入
の
み
の
方
な
ど
、

簡
易
な
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の
相
談

（　

年
分
の
み
）は
、
市
主
催
の
申
告
相

26談
会
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
株
式
・
土
地
・
建
物
な
ど
の
譲

渡
所
得
の
あ
る
方
、雑
損
控
除
の
適
用
を

受
け
る
方
、消
費
税
や
贈
与
税
・
相
続
税

に
該
当
す
る
方
、申
告
内
容
が
複
雑
な
方

は
、
柏
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い

（
記
載
済
み
申
告
書
の
受
け
付
け
は
可
）。

【
問
合
せ
】
市
・
県
民
税
の
申
告
は
課
税

課
市
民
税
係
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告

は
柏
税
務
署
☎
７
１
４
６ 

２
３
２
１

―

の
分
か
る
書
類
、
還
付
金
の
振
込
口
座

の
分
か
る
も
の
、印
鑑
、黒
ボ
ー
ル
ペ
ン

市
・
県
民
税
申
告
書
の
作
成
相
談
会

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
３
月　
16

日
鉦
ま
で
に
、
添
付
書
類
と
と
も
に
市

役
所
課
税
課
へ
郵
送
か
市
主
催
の
申
告

相
談
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
提
出
す
る
方
で
、
控
え
が
必

要
な
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

た
返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
り
、
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】
中
央
公
民
館
、
関
宿
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
館
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
）

【
日
程
】
２
月　

日
鉦
～
３
月　

日
鉦

16

16

（
上
・
醤
を
除
く
）
９
時
～
正
午
と　
13

時
～　

時　

分
（
混
雑
状
況
に
よ
り
早

15

30

め
に
受
付
を
終
了
す
る
場
合
あ
り
）

※
中
央
公
民
館
で
は
、
�
月　

日
と
�
月

２２

�
日
の
日
は
実
施
し
ま
す

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
】

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
野
田
市

27

に
住
所
が
あ
る
方
は
、
次
に
該
当
す
る

場
合
な
ど
を
除
き
、
市
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

◎
所
得
税
等
の
確
定
申
告
を
す
る
方

◎
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら
市
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

◎
公
的
年
金
収
入
だ
け
で
控
除
の
追
加

が
な
い
方

◎　

年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の
金

26
額
以
下
の
方

①
扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
は　

万
５

31

�
月　

日
か
ら
�
月　

日
ま
で
受
付

16

16

 
税
の
申
告
は
忘
れ
ず
お
早
め
に



　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
、
日
ご
ろ
の
ス

ト
レ
ス
ケ
ア
を
学
び
ま
す
（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り
）。

【
日
時
・
場
所
】
�
月
�
日
鍾　

時　

分
～　

時　

13

30

15

30

分
・
市
役
所
�
階
大
会
議
室

【
申
込
み
】
事
前
に
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
、

関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

訪
問
に
よ
る
機
能
訓
練
と
相
談

　

家
庭
で
の
機
能
訓
練
方
法
や
住
宅
改
造
な
ど
の
相

談
や
指
導
を
、
理
学
療
法
士
や
保
健
師
が
訪
問
し
、

無
料
で
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】　

歳
～　

歳
で
、
病
気
や
け
が
な
ど
に

40

64

よ
る
障
が
い
が
あ
り
訓
練
を
行
う
必
要
の
あ
る
方
か
、

体
が
弱
く
日
常
生
活
や
外
出
に
支
障
が
あ
る
方

※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す

　

希
望
者
は
、
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

３５０
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時（毎日）
怯休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

　

今
年
も
�
月
�
日
醤
～
�
日
上
を
「
子
ど
も
予
防

接
種
週
間
」
と
し
て
、
通
常
の
診
療
時
間
に
予
防
接

種
が
受
け
に
く
い
方
を
対
象
に
、
休
日
の
予
防
接
種

や
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

入
園
や
入
学
を
�
月
に
控
え
、百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
や
水
痘
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合
な
ど
の
予
防

接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
各
医
療
機
関
へ

の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

実
施
医
療
機
関
や
実
施
日
は
、事
前
に
保
健
セ
ン
タ

ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
等
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン

 

任
意
接
種
費
用
を
一
部
返
金

　

市
は
、
平
成　

年　

月
か
ら
の
高
齢
者
等
の
肺
炎

26

10

球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
定
期
接
種
化
に
伴
い
、

昨
年
�
月
�
日
か
ら
�
月　

日
ま
で
、
自
ら
の
意
思

30

で
希
望
し
予
防
接
種
を
行
っ
た　

歳
以
上
の
方
に
接

65

種
費
用
の
一
部
を
返
金
し
て
い
ま
す
。

　

返
金
は
、
�
月　

日
鍾
ま
で
が
申
請
期
間
に
な
り

31

ま
す
の
で
、
ま
だ
未
申
請
の
方
は
、
返
金
の
対
象
と

な
る
こ
と
を
確
認
の
上
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
今
年
度
中
に

　

歳
以
上
と
な
る
方
で
、　

年
�
月
�
日
か
ら
�
月

65

26

　

日
ま
で
の
間
に
本
人
の
意
思
で
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

30ン
を
接
種
し
た
方

【
内
容
】①
市
の
助
成
事
業
に
よ
り
接
種
し
た
方
は
、

費
用
か
ら
�
千
円
を
減
じ
た
額
（
上
限
は
、
�
千　
857

円
）
②
上
記
以
外
の
場
合
は
、
接
種
費
用
か
ら
�
千

円
を
減
じ
た
額
（
上
限
は
、
�
千　

円
）

857

【
申
請
期
間
】　

年
�
月　

日
鍾
ま
で

27

31

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

黒
田
恵
美
子
氏（
東
海
大
学
医
学
部
非
常
勤
講
師
）

を
講
師
に
招
き
、「
ケ
ア
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
ロ
コ
モ

予
防
～
正
し
く
歩
い
て
運
動
器
を
健
康
に
」
と
題
し

た
講
話
や
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
行
う
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
�
月
�
日
鐘
・
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
、
�
日
鞘
・
市
役
所
�
階
大
会
議
室
。
い
ず
れ

も　

時　

分
～
正
午

10

30

【
定
員
】
�
日
鐘
は　

人
、
�
日
鞘
は　

人

30

50

【
申
込
み
】
い
ず
れ
も
事
前
に
電
話
か
直
接
保
健
セ

ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
の
講
演
会

　

品
川
博
二
氏
（
臨
床
心
理
士
・ 

日
本
ケ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
代
表
理
事
）
に
よ
る
「
元
気
の

出
る
心
理
学
～
対
人
ス
ト
レ
ス
の
乗
り
越
え
方
」
と

題
し
た
講
演
を
行
い
ま
す
。

身
近
な
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
話

　

昨
年　

月
に
北
京
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会

11

議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
中
国
政
府
に
よ
る
工
場
の
操
業
自
粛
と

自
動
車
の
走
行
台
数
制
限
な
ど
が
功
を
奏
し
、
い
つ

も
は
ど
ん
よ
り
と
か
す
ん
で
い
る
北
京
の
空
が
一
時

的
に
澄
み
切
っ
て
青
々
と
し
た
そ
う
で
す
。

　

例
年
、
冬
か
ら
春
先
に
か
け
季
節
風
に
乗
っ
て
大

陸
か
ら
飛
来
す
る
砂
ぼ
こ
り
の
う
ち
、
石
炭
や
石
油

な
ど
の
化
石
燃
料
の
燃
焼
が
主
な
発
生
源
で
あ
る
直

径
�
・
�
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
超
微
粒
子
の

総
称
を
Ｐ
Ｍ
�
・
�
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
こ
の
Ｐ
Ｍ
�
・
�
に
よ
る
健
康
被
害
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
が
吸
い
込
む
と
、
粒
子
が
細
か
い
た
め
鼻
や
上

気
道
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、肺
胞
や
細
気
管
支

な
ど
肺
の
最
深
部
ま
で
到
達
し
、
そ
の
結
果
、
肺
や

気
管
支
に
さ
ま
ざ
ま
な
炎
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
微
粒
子
に
は
発
が
ん
性
物
質
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
た
ば
こ
の
煙
の
粒
子
も
�
・
�
か
ら
�
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
典
型
的
な
Ｐ
Ｍ
�
・
�
で
す
。

　

喫
煙
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
吐
き
出
さ
れ
た

煙
や
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
の
先
か
ら
流
れ
て
く
る
煙

（
副
流
煙
）に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。（
Ｙ
・
Ｔ
）

３
月
１
日
～
７
日
は
子
ど
も
予
防
接
種
週
間

入
園
・
入
学
前
に
予
防
接
種
を



◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
３
月
７
日
土
・　

日
土
・　

日
土　

時　

分
～　

２１

２８

１８

３０

２０

時　

分
／
木
間
ケ
瀬
公
民
館
＝
８
日
日　

時
～　

時　

分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
－
３
０
５
０

３０

１３

１５

３０

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

中毒
１１０番

◯外
 

＝
外
科　

◯内
 

＝
内
科　

◯産
 

＝
産
婦
人
科

　（公財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒
などで起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒
１１０番（３６５日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５
日９時～２１時）＝☎０２９（８５２）９９９９

◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1000348.html）で確認を

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※　HIV抗体（エイズ）検査は、クラミ

ジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の
検査も同時に検査できます

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談栄　養歯　科乳幼児健診・

両親学級・予防接種

３
月

受付：９時３０分
　　　  ～１１時３０分

【離乳食講習会】
１３時３０分～１５時３０分

【栄養相談会】
１０時～１６時
（１２時～１３時除く）
※１９日は予約者優先

【歯科の受付時間】
受付：１０時～１１時
　　  １３時～１４時

（健診は個人通知）
３歳児健康診査は３歳６か月
で通知
両親学級の申し込みは電話で
受付：ＢＣＧ予防接種＝１３時
１５分～１３時４５分
会場：下記会場
５歳児健康診査は、幼稚園や
保育所などで健診を受ける機
会のない幼児（申込制）

会場：下記会場会場：下記会場会場：下記会場

◯外 ＝川間春日町整形外科小児科クリニック（緯７１２７－６３３３）／◯内 ＝花井クリニック（緯７１２３－３９００）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日１
栄養相談会
（保健センター）

両親学級コースⅠ－①
（保健センター）月２
３歳児健康診査
（保健センター）火３

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査１３時３０分～１４時３０分、
１７時３０分～１８時３０分（予約制・匿名・無料）※

３歳児健康診査
（保健センター）水４

島会館２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

ＢＣＧ予防接種
（保健センター）木５

保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金６

土７
◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝たんぽぽこどもクリニック（緯７１２６－８１１８）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日８
両親学級コースⅠ－②
（保健センター）月９

関宿保健センター栄養相談会
（関宿保健センター）

５歳児健康診査
（保健センター）火１０
３か月児健康診査
（保健センター）水１１

谷吉会館、七光台会館木１２
精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

３歳児健康診査
（関宿保健センター）金１３
土１４
◯外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／◯内 ＝スズキ皮フ科内科クリニック（緯７１２６－２２８５）／◯産 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）日１５

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）

両親学級コースⅠ－③
（保健センター）月１６
１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１７

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査９時～１０時（予約
制・匿名・無料）※

１歳６か月児健康診査
（保健センター）水１８

精神障がい回復者グループ小枝の会
１０時～正午（予約制）

栄養相談会
（保健センター）
離乳食講習会
（保健センター）

３か月児健康診査
（関宿保健センター）木１９

１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）金２０
◯外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／◯内 ＝うちだ内科クリニック（緯７１２７－８１８１）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）土２１
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝あら山子どもクリニック（緯７１２９－７１４９）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日２２
両親学級コースⅡ
（保健センター）月２３

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

すくすく（低出生体重児）健康
診査（保健センター） 火２４

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査
（保健センター）水２５
木２６
金２７
土２８
◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝梅郷痛みと内科のクリニック（緯７１２６－１９００）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日２９

月３０
火３１

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…　

日
・　

時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎　
（　

）９
９
２
２（
無
料
）

０７２
７２６

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／　

時
～　

時
／

１９

２２

☎
♯
８
０
０
０（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は　
（　

）９
９
３
９
）

０４３
２４２



鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫

２
月　

日
鐘
～
３
月
６
日
金
に
澤
田
☎

25

７
１
９
８ 

３
２
４
９
へ

◆
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
が
改
修
の
た

め
休
場　

３
月　

日
日
ま
で
。
ス
ポ
ー

15

ツ
振
興
く
じ
（
t
o
t
o
）
助
成
を
受

―

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー　

【
譲
り
ま
す
】

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

品　

物　

名

ロ
ー
ド
サ
イ
ク
ル

（
自
転
車
）

臼
と 
杵 きね

学
習
机
と
椅
子

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
チ

ェ
ス
ト

家
具
調
こ
た
つ
天
板

コ
ウ
ケ
ン
ト
ー

超
強
力
神
経
波
磁

力
発
生
器

鈴
木
式
生
き
た
ジ

ュ
ー
ス
マ
シ
ン

強
力
タ
イ
プ
モ
ー

タ
ー
バ
イ
ブ
レ
ー

タ
ー

三
面
鏡

世
界
こ
ど
も
百
科

謂
１
～　
14

購
入
年

平
成　

年
23

ご
ろ

不
明

平
成
９
年

平
成　

年
16

不
明

不
明

不
明

平
成　

年
26

不
明

不
明

不
明

希
望
金
額

２
万
円

無
料

無
料

　

円
500無

料
７
万
円

３
万
円

２
万
３
千
円

２
万
円

千
円

千　

円
500

備　
　
　

考

ア
ル
ミ
製
、傷
あ
り
、ヘ
ル
メ

ッ
ト
あ
り

引
き
出
し
は
セ
パ
レ
ー
ト
タ

イ
プ（
幅　

唖
×
奥
行
き　

唖
）

100

64

白
色
、
電
源
コ
ー
ド
あ
り

　

唖
×　

唖

80

80

光
線
治
療
器
、黒
田
製
作
所
製

政
木
研
究
所
製

手
動
式
、鈴
木
糧
食
研
究
所
製

（
株
）寺
西
電
気
製
作
所
製

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
別
冊

「
お
か
あ
さ
ま
の
手
引
書
」

付
き

連　

絡　

先

鏑
木
☎　
・
２
４
８
４
・
３
１
４
６

090

山
崎
緯
７
１
２
２
・
２
６
４
３

山
﨑
緯　
・
４
３
８
７
・
９
４
７
０

090

取
り
に
来
ら
れ
る
方

木
原
緯　
・
３
１
９
３
・
１
１
３
９

080

取
り
に
来
ら
れ
る
方

岡
野
緯　
・
９
８
５
９
・
５
９
３
５

090

取
り
に
来
ら
れ
る
方

四
塚
緯
７
１
２
５
・
２
３
８
３

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

品　

物　

名

ベ
ビ
ー
カ
ー

子
ど
も
用
自
転
車

子
ど
も
服

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ベ
ビ
ー
カ
ー

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー
ル

用
制
服
（
保
育
園
）

柳
沢
小
学
校
の
ジ
ャ
ー
ジ

希
望
金
額

無
料

無
料

無
料
か
安
価

無
料

無
料

安
価

安
価

備　
　
　
　

考

　

イ
ン
チ
、
な
る
べ
く
き
れ
い

24な
も
の

男
児
用
、
身
長　

唖
～　

唖
、

115

125

な
る
べ
く
新
し
い
も
の

新
生
児
か
ら
使
用
で
き
る
も
の

生
後
１
か
月
か
ら
使
用
で
き
る

も
の

女
児
用
、
ジ
ャ
ー
ジ
、
帽
子
、

鞄
な
ど

サ
イ
ズ　

唖
～　

唖

120

130

連　
　

絡　
　

先

齋
藤
緯
７
１
２
９
・
５
４
１
０

鈴
木
緯
７
１
２
２
・
８
７
４
８

佐
々
木
緯　
・
１
１
０
５
・
３
２
９
１

080

八
重
樫
緯　
・
５
６
８
５
・
７
６
２
６

080

藤
井
緯　

・
５
５
２
９
・
４
８
３
３

090

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
申
込
方
法

　

提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月　

日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

祝
日
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収
な　
　

ど

 

◆
ご
み
収
集
＝
３
月　

日
上
は
実
施
予

21

定
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
資
源
回
収
＝
３
月　

日
上
が
回
収
日

21

の
団
体
は
通
常
通
り
回
収
予
定
で
す

○
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時
資

源
回
収
日
時
＝
２
月　

日
醤
、
３
月　

22

22

日
醤
９
時
～
正
午
と　

時
～　

時

13

16

※
回
収
場
所
…
再
資
源
化
事
業
協
同
組

合（
西
三
ケ
尾　
 

２
）、旧
関
宿
ク
リ
ー

410

ン
セ
ン
タ
ー（
古
布
内
１
９
４
０ 

１
）

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８ 

１
０
０
１
／
資
源
回
収
、

使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時
資
源

回
収
日
時
は
清
掃
計
画
課

―

―

―

―

相
談
・
そ
の
他

◆
野
田
失
語
症
友
の
会　

３
月
２
日
月

　

時　

分
～　

時　

分
保
健
セ
ン
タ
ー

13

30

15

30

で
。
言
語
療
法
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７
１

２
９ 

１
６
５
５

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
等
無
料
相
談

会　

３
月
８
日
醤
９
時
～　

時
関
宿
コ

16

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
）

で
。
千
葉
県
建
築
士
会
野
田
支
部
の
建

築
士
に
よ
る
相
談
。
先
着　

人
。
市
内

20

で
木
造
住
宅
を
所
有
し
、
居
住
し
て
い

る
方
。
建
築
確
認
申
請
時
の
図
面
か
間

取
り
図
、
写
真
な
ど
持
参
。
申
込
み
は

―

　

野
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
２
月
１
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

よ
り
見
や
す
く
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
目
指
し
、
デ
ザ
イ
ン
や
ペ
ー

ジ
構
成
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
充
実
や
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
画
面
表
示
の
最

適
化
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、サ
イ
ト
内
の
各

ペ
ー
ジ
と
携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア

ド
レ
ス
は
す
べ
て
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
内
の
各
ペ
ー
ジ
や
携
帯
版
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
さ
れ
て

い
る
方
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
各
ペ

ー
ジ
を
再
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

け
て
、
陸
上

競
技
場
改
修

工
事
を
施
工

中
。
問
社
会

体
育
課
☎
７

１
２
４ 

７

９
３
０
―

◆
興
風
・
南
・
北
・
せ
き
や
ど
図
書
館

の
臨
時
休
館　

２
月　

日
月
～　

日

16

21

土
。
蔵
書
点
検
と
シ
ス
テ
ム
点
検
に
よ

る
。
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予

約
も
不
可
。
問
興
風
図
書
館
☎
７
１
２

３ 

７
６
１
１

―

写真やイラストで見やすく
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